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江里山の棚田
インスタグラム

江里山を語ろうだんだんだより
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座談会を予定していた12月21日(木)は、午前中から雪が

降っていたので、大事をとって座談会を中止にさせていた

だきました。クリスマスが近かったの

でパーティーを計画しておりましたが、

新年会に変更します。

今年も座談会を定期的

に開催しますので、

ぜひお越しください！

全国棚田(千枚田)サミットに
行ってきました～その②～

前号に続き、棚田サミットの報告です。

今回は、現地見学会の様子をお伝えします。

左上の写真をご覧ください！那智勝浦町の色川地域にある「小阪

の棚田」です。ジャンボタクシーを降りて数分歩くと、視界が開

けた先に、細長い田んぼが何層にも連なった棚田が現れ、その景

観は圧巻でした。温かい色川茶のサービスや、しめ縄作りと餅つ

き体験、色川産でつくられた六次化商品も購入できるなど、色川

地域を満喫できるおもてなしを受け、とても有意義な時間でした。

個人的に気になったのは「獣害対策」です。

小阪の棚田では、ワイヤーメッシュの上に電柵

を設置されていて(右の写真)、電源はソーラー

電池を使用されていました。見る限り、圃場

ごとに柵で囲っているようなところはなく、

獣害を防ぐエリアを決めて、そのエリアを大

きく囲うように柵が取り付けられていました。

畦や圃場などの草の管理にも手が行き届いて

いるのも印象的でした。

江里山の空に想う
（こんなこと見たり・聴いたり・考えたりしました）

江里山の棚田も認定を受
けている佐賀県遺産で、
フォトポイントラリーが
開催されています。これ
を機に巡ってみるのも楽
しそうですね。
インスタグラムを活用し
て写真や動画を投稿する
と参加できます。

佐賀県遺産フォトポイントラリー開催中！

江里山では「イノシシ大作戦」が進行中です

(詳細は、だんだんだより2023.8月号をご覧

ください)。11月下旬には、集落内のイノシシ

による被害状況を見て回った後、困っていることや、

今後の対策などについて、参加者全員で話し合い、

出た意見をグループごとに発表しました。

イノシシから地域を守る(被害を減らす)には、地

域に住む人・関わる人が共通認識を持って取り組

むことが大切だなと、あらためて思いました。

みなさんが住み続けたいと思える、安心して

暮らせる地域を一緒につくっていきましょう。

江里山画廊
（江里山で出会った今月の一枚）

12月13日(水)に“お滝さん”の解体式
が行われました。御供養と解体工事の
安全祈願、そして地域の平安を願って
唱えられたお経は、迫力がありました。

12月3日(日)に、老朽化等による取り壊し
が決まった“お滝さん”の片付けをしまし
た。私は、ここに住んでいらっしゃった
お上人さんにはお会いしたことがありませ
んが、みなさんから思い出話をお聴きして
いると、地域内外の多くの方の“心の拠り
所”となられていたことが分かりました。
作業に参加されたみなさん、お疲れさまでした。

＼ 1月31日(水)まで ／

12月16日(土)は、桜楽館のクッキングルーム
で、たなだ部のみなさんと調理をしました。
左の写真は、収穫した棚田米とさつまいもを
使っておにぎりを作っている様子です。ご飯が
炊き上がった釜からは湯気と一緒にさつまいも
の良い香りがしてきて、食欲をそそられました。


